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(57)【要約】
【課題】高濃度の硫化水素を確実に除去してシアン化水素を高い精度で検出することがで
きるフィルタを提供すること。
【解決手段】ガス透過性の基材に酢酸鉛と硝酸鉛とを担持させて構成されている。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ガス透過性の基材に酢酸鉛と硝酸鉛を担持させて構成されたガス検出器用硫化水素除去フ
ィルタ。
【請求項２】
前記硝酸鉛が前記酢酸鉛（II）三水和物（（ＣＨ３ＣＯＯ）2Ｐｂ３Ｈ2Ｏ）に対してモル
比で0.75～1.0の割合で添加されている請求項1に記載のガス検出器用硫化水素除去フィル
タ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガス検出器のガス口に配置して硫化水素を除去するフィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　シアン化合物はメッキ工場などで広く使用されている物質で、非常に強い毒性のために
水質環境基準や排水基準などの規制値が定められ，排水，河川水，下水道水，浄水場取水
口などで常時監視されているが、高濃度の硫化水素が共存する現場などでは測定結果に影
響を与えるため、通気性基材に酢酸鉛（II）三水和物（（ＣＨ３ＣＯＯ）2Ｐｂ３Ｈ2Ｏ）
を含浸させて構成されフィルタがガス検出器のガス口に配置されいる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら硫化水素の濃度が高い場合には長時間、例えば8時間程度に亘って十分に
硫化水素を除去することができず、シアン化水素の検出誤差が生じるという不都合がある
。
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであってその目的とするところは高濃度
の硫化水素を確実に除去してシアン化水素を高い精度で検出し、かつ代替えの基準ガスを
用いて校正することができるフィルタを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　このような課題を達成するために本発明においては、ガス透過性の基材に酢酸鉛と硝酸
鉛を担持させるようにした。
【発明の効果】
【０００５】
　基材に含まれている硝酸鉛が、硫化水素吸収剤である酢酸鉛の活性を維持させるように
作用するため、酢酸鉛が単独で存在する場合よりも高濃度の硫化水素が通過するのを長時
間防止できる。そればかりでなく硝酸鉛はホスフィン（ＰＨ3）に対する吸着性が低いた
め、ホスフィン（ＰＨ3）を使用して校正することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　そこで以下に本発明の詳細を実施例に基づいて説明する。
　フィルタは、耐酸性に優れた通気性基材、たとえばガラス繊維製ろ紙(アドバンテック
社製　厚さ7.4ｍｍ)に酢酸鉛（II）三水和物（（ＣＨ３ＣＯＯ）2Ｐｂ３Ｈ2Ｏ）及び硝酸
鉛（Ｐｂ（ＮＯ3）2）を担持させて構成されている。
【０００７】
　すなわち、0.79ｍｏｌ/ｌの酢酸鉛及び0.20ｍｏｌ/ｌの硝酸鉛を含む水溶液に通気性基
材を浸漬して各繊維間に浸透するに必要な時間、例えば3分間、浸漬し、通気性基材を溶
液から引き上げて室温よりも若干高い温度、例えば40℃で自然乾燥させる。そしてガス検
出器のガス取り入れ口のサイズに裁断してフィルタに構成されている。
【０００８】
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　このようにして構成されたフィルタは、酢酸鉛（II）三水和物（（ＣＨ３ＣＯＯ）2Ｐ
ｂ３Ｈ2Ｏ）だけではなく、硝酸鉛（Ｐｂ（ＮＯ3）2）を含むため、硫化水素の吸着量を
向上させようとして酢酸鉛（II）三水和物だけを単独に増量した場合に比較してシアン化
水素の検出感度の低下を防止できる。
【０００９】
　すなわち、酢酸鉛（II）三水和物だけをその含浸量を変えてフィルタを構成し、このフ
ィルタを用いて一定濃度のシアン化水素を検出すると、図1の●で示したように酢酸鉛の
量が増加すると検出感度が徐々に低下する。
【００１０】
　一方、本発明のように酢酸鉛（II）三水和物に硝酸鉛を規定量だけ添加すると、図1の
▲で示したように酢酸鉛（II）三水和物に対する硝酸鉛の量が1/4程度までは感度が若干
低下するものの、90％以上を維持できるため十分に実用に供することができる。
【００１１】
　すなわち0.79mol/lの酢酸鉛（II）三水和物の溶液に硝酸鉛の濃度を変えた溶液を用意
してそれぞれの溶液の通気性基材を浸漬し、上述と同様にフィルタを構成して硫化水素に
対する感度を測定したところ図2のような結果を得た。
　これにより、フィルタが存在しない状態でのシアン化水素の検出感度の85％程度の感度
を得るには硝酸鉛を酢酸鉛（II）三水和物に対して0.75～1.0の割合で添加することは、
シアン化水素の検出感度の低下を可及的に抑えて酢酸鉛（II）三水和物の担持量を増加さ
せてフィルタの寿命を延長することができる。
【００１２】
　一方、所定濃度（500ppm）の硫化水素を流してシアン化水素換算出力が0.5ppmの出力が
出るまでの時間を調べたところ、図3に示したような結果となった。
　すなわち、酢酸鉛（II）三水和物だけでフィルタを構成した場合には、シアン化水素の
濃度に換算して0.5ppmの出力が192分程度で発生した。
　これに対して硝酸鉛（Ｐｂ（ＮＯ3）2）を添加した本発明のフィルタでは218分程度ま
ではシアン化水素の濃度に換算して0.5ppmの出力は発生しなかった。
　このことから硝酸鉛を添加することにより寿命を14％程度延長できることが確認された
。
　なお、通気性基材に含浸させる薬剤の量は、硝酸鉛と酢酸鉛（II）三水和物との比率を
上述の範囲に維持して適宜に調整、つまり通気性の低下や析出の発生を可及的に抑えつつ
最大量とするなり、フィルタの交換期間まで硫化水素を除去できる量に調整されることは
言うまでも無い。
【００１３】
　ところでガス検出器やガス測定装置、ガス警報機は、定期的に既知濃度の基準ガスを用
いて校正を行う必要があるが、検出対象ガスであるシアン化水素は有毒ガスであるため安
易に校正ガスとして使用することができない。
【００１４】
　そのため、シアン化水素の代替えガスとしてシアン化水素に比較して毒性の低いホスフ
ィン（ＰＨ3）が用いられている。
　このため、シアン化水素検出器の硫化水素除去用フィルタとしては、硫化水素を確実に
吸着する一方、シアン化水素だけではなくホスフィン（ＰＨ3）も透過させるものである
ことが望まれる。
【００１５】
　本発明のフィルタをガス検出器のガス口に装着してホスフィン（ＰＨ3）の検量線を求
めたところ、図4に示したようにシアン化水素と一定の比例関係で直線性を維持している
ことが確認できた。
　このことから硫化水素を確実に除去しつつ、ホスフィン（ＰＨ3）により校正できるこ
とが確認できた。
【図面の簡単な説明】
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【００１６】
【図１】酢酸鉛に対する硝酸鉛の添加量とシアン化水素の検出感度との関係を示す線図で
ある。
【図２】酢酸鉛の濃度とシアン化水素の検出感度との関係、及び酢酸鉛に対する硝酸鉛の
添加量を変化させた場合のシアン化水素の検出感度との関係を示す線図である。
【図３】本発明と従来のフィルタの寿命を示す線図である。
【図４】本発明のフィルタによるホスフィンとシアン化水素との検量線を示す図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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